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1 検討経緯 

（1） 三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）の検討経緯 

「三茶のミライ」では、学識経験者や地元有識者などで構成する「三軒茶屋駅周辺

まちづくり検討委員会（以下、「まちづくり検討委員会」という。）」、多様な主体が参

加する「三軒茶屋駅周辺まちづくり会議（以下、「まちづくり会議」という。」）」、ま

ちづくりを推進していくための「三軒茶屋駅周辺まちづくりシンポジウム（以下、

「まちづくりシンポジウム」という。）」、庁内関係者による会議体である「三軒茶屋

駅周辺まちづくり戦略会議（以下、「戦略会議」という。）」及び「三軒茶屋駅周辺ま

ちづくり作業部会（以下、「作業部会」という。）」によって、以下のとおり検討しま

した。 

 

時期 会議名称など 主な議題 

平成 31 年 

３月 31 日 

三軒茶屋駅周辺まちづ

くり基本方針策定 
－ 

４月８日 第１回戦略会議 ・基本計画検討の進め方 

・今後の予定 

・意見交換 

令和元年 

５月 22 日 

第１回作業部会 

（ワークショップ） 

【テーマ①】 三軒茶屋におけるミライの

まちづくりコンセプトの議論 

【テーマ②】 コンセプトを実現させる機

能についての議論 

６月５日 第２回戦略会議 ・今後のまちづくり検討スケジュール 

・第１回作業部会の報告 

・三軒茶屋駅周辺まちづくり推進支援委  

 託 

・（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり検討

委員会、（仮称）三茶ミライ会議(プラ

ットフォーム)の設置運営について 

・意見交換 

６月 14 日 第２回作業部会 

（ワークショップ） 

【テーマ①】 未来の三軒茶屋駅周辺マッ

プを作成 

【テーマ②】 先行事例検討につながるヒ

アリング先を検討 

７月 16 日 第３回作業部会 ・第１、２回作業部会整理成果 

・今後のスケジュールについて 

・(仮称)三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

の内容、シンポジウム企画(案)につい

て 
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時期 会議名称など 主な議題 

７月 18 日 第３回戦略会議 ・第２回作業部会の報告 

・三軒茶屋駅周辺まちづくりの検討体

制、基本計画策定スケジュールについ

て 

・検討委員会の進め方について 

・（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

（プラットフォーム）について 

・シンポジウム企画案について 

８月 20 日 第１回 

まちづくり検討委員会 

・委員長、副委員長の選出 

・検討委員会の運営 

・今後の進め方について 

10 月 17 日 第４回戦略会議 ・第１回まちづくり検討委員会の報告 

・（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

及びシンポジウム企画案について 

10 月 26 日 第１回まちづくり会議

（ワークショップ） 

【テ ー マ】 あなたが知っている三茶

の魅力をみんなにシェアしよう 

【ワーク①】 「三茶のいいね」を共有し

よう 

【ワーク②】 「三茶の魅力再発見マッ

プ」をつくろう 

11 月９日 第２回まちづくり会議

（ワークショップ） 

【テ ー マ】 「イマ」を「ミライ」に近

づけるアクションを考えよう！ 

【ワーク①】 三茶の「ミライ」を思い描

こう 

【ワーク②】 「ミライ」へ向けたアクシ

ョンを考えよう 

12 月３日 第２回 

まちづくり検討委員会 

・まちづくりシンポジウムのプログラム

案について 

・今後の進め方について 

12 月 22 日 まちづくり 

シンポジウム 

【目的】 

区民へまちづくりの取組みを広める 

【プログラム】 

・基調講演 

・世田谷区による取組み報告 

・トークセッション 

令和２年 

１月 28 日 

第５回戦略会議、 

第４回作業部会 

・今年度の取組みの報告 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

３月 11 日 第５回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議の運営について 
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時期 会議名称など 主な議題 

４月３日 第６回作業部会 ・これまでの取組みについて 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）の策

定について 

・まちづくり会議の運営について 

・まちづくりの PR について 

・今後のスケジュールについて 

４月９日 第６回戦略会議 ・これまでの経緯 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議案について 

・まちづくりの PR について 

・今後のスケジュールについて 

４月 17 日 

～５月 18 日 

まちづくり検討委員 

意見交換 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議について 

・今後のスケジュールについて 

６月 22 日 第３回 

まちづくり検討委員会 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくりプラットフォームついて 

７月 1 日 

～７月 31 日 

まちづくり PR コーナ

ー設置 
－ 

９月３日 まちづくり検討委員会

学識経験者との 

意見交換 

・未来像と未来像を実現したまちのイメ

ージについて 

・まちづくり推進体制の方向性について 

10 月 27 日 まちづくり検討委員会

学識経験者との 

意見交換 

・未来像と未来像を実現したまちのイメ

ージについて 

・取組みについて 

・まちづくり推進体制の方向性について 

・まちづくり会議の開催方法について 

11 月 30 日 第７回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

開催 

・今後のスケジュールについて 

12 月９日 第７回戦略会議 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

開催 

・今後のスケジュールについて 



 

5 
 

時期 会議名称など 主な議題 

12 月 24 日 第４回 

まちづくり検討委員会 

・未来像について 

・取組みについて 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）につ

いて 

・まちづくり会議プログラムについて 

令和３年 

１月 16 日 

第３回まちづくり会議 【テーマ】“三茶”でのまちづくりを推進

する担い手と一緒にまちのミライを考

える 

【プログラム】 

・三茶のミライの検討状況 

・まちづくりの活動者による活動紹

介、意見交換 

・今後に向けて 

３月１日 第８回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

について 

・三軒茶屋駅周辺まちづくり NEWS 第２号

について 

３月 19 日 第８回戦略会議 ・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

について 

・三軒茶屋駅周辺まちづくり NEWS 第２号

について 

・今後のスケジュールについて 

３月 25 日 第５回 

まちづくり検討委員会 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案

たたき台について 

・第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議

について 

・今後のスケジュールについて 

６月３日 第９回作業部会 ・（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺

まちづくり基本計画）素案について 

・スケジュールについて 

６月 17 日 第９回戦略会議 ・（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺

まちづくり基本計画）素案について 

・今後のスケジュールについて 

６月 29 日 第６回 

まちづくり検討委員会 

・（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺

まちづくり基本計画）素案について 

・今後のスケジュールについて 
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時期 会議名称など 主な議題 

９月 25 日 第４回まちづくり会議 【プログラム】 

・（仮称）三茶のミライ（素案）の報告 

・検討委員会委員長メッセージ 

・トークセッション 

・意見交換 

10 月８日 第 10 回作業部会  

10 月 15 日 第 10 回戦略会議  

10 月 21 日 第７回 

まちづくり検討委員会 
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ワークショップの様子 

第１回まちづくり会議 第２回まちづくり会議 

まちづくりシンポジウム 第３回まちづくり会議 

第４回まちづくり会議 
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2 まちづくり検討委員会 

（1） 委員構成 

委員構成は、以下の通りです。 

委員会の詳細資料については、区のホームページ「三軒茶屋駅周辺まちづくり検

討委員会について（※１）」に掲載しています。 

 

構成 分野 氏名 経歴など 

学識 

経験者 

都市計画、景観 

ランドスケープ 
坂井 文 

東京都市大学  

都市生活学部都市生活学科教授 

交通計画 

交通工学 
寺内 義典 

国士舘大学理工学部  

理工学科教授 

建築史・意匠 

都市計画・建築計画 
杉浦 久子 

昭和女子大学  

生活科学部環境デザイン学科教授 

都市・地域経営  

公共空間利活用 
萩野 正和 

一般社団法人 STUDIO MOC 代表理事 

株式会社 connel 代表取締役 

社会政策学 

ソーシャルビジネス 
中島 智人 

産業能率大学  

経営学部経営学科教授 

アーツ・マネジメント 曽田 修司 
跡見学園女子大学 

マネジメント学部教授・副学長 

地元 

有識者 

など 

町会 
堀江 鉄拡 太子堂連合町会長 

杉江 敏治 三軒茶屋町会長 

商店街 飯島 祥夫 三軒茶屋銀座商店街振興組合理事長 

事業者 
久慈 正幸 

東急株式会社 

沿線開発事業部開発第一グループ統括部長 

吉田 亮介 三茶ワークカンパニー株式会社共同代表 

世田谷区 

副区長（都市整備政策部担任副区長） 

技監 

世田谷総合支所長 

政策経営部長 

生活文化政策部長 

経済産業部長 

都市整備政策部長 

事務局：世田谷区都市整備政策部市街地整備課 

 

 

 

（※１）https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/001/d00181179.html 

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/001/d00181179.html
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（2） 検討委員会要綱 

世田谷区三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会設置要綱 

令和元年７月３１日 

３１世市整第１３１号 

（目的及び設置） 

第１条 （仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画（以下「計画」という。）につ

いて、三軒茶屋駅周辺まちづくり戦略会議（三軒茶屋駅周辺まちづくり戦略会議設

置要綱（令和元年６月３日３１世市整第６９号）第１条に規定する会議をいう。）

の検討及び調査を踏まえ、専門的かつ幅広く計画の検討及び調査を行うため、世田

谷区三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 

（１） 計画の検討及び調査に関すること。 

（２） 区民、事業者等の参加によるまちづくりの推進に関すること 

（３） 前２号に掲げるもののほか、委員長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、区長が委嘱した日から令和４年３月３１日までとする。 

（委員長） 

第５条 検討委員会に委員長１名、副委員長１名を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見、

説明等を聴き、又は委員以外の者に必要な資料の提出を求めることができる。 

（部会） 

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、委員会に部会を設けることができ

る。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、都市整備政策部市街地整備課で処理する。 
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（委任） 
第９条 この要綱の施行について必要な事項は、都市整備政策部長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和元年７月３１日から施行し、令和４年３月３１日限り、その効力を失

う。 

附 則（令和２年４月１日２世市整第１０９号） 

この要綱は、令和２年４月１日から施行し、令和３年３月３１日限り、その効力を失う

。 

附 則（令和３年３月１７日２世市整第３４２号） 

この要綱は、令和３年３月１７日から施行する。 

附 則（令和３年４月１日３世市整第１０号） 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

世田谷区三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会委員名簿 

構成 分野等 

学識経験者 都市計画 

交通計画 

建築計画 

都市・地域経営 

産業 

文化 

地元有識者等 商店街代表 

民間事業者 

町会代表 

世田谷区 副区長（都市整備政策部担任副区長） 

技監 

世田谷総合支所長 

政策経営部長 

生活文化政策部長 

経済産業部長 

都市整備政策部長 

備考 委員長は、学識経験者の委員から選出する。  
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（3） 検討委員会 議事概要 

議事概要 

会議の名称 第１回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和元年８月２０日 １８時００分 から ２０時４０分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール（スワン） 

出 席 者 

(敬称略) 

学識経験者：坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、曽田修司 

地元有識者等：飯島祥夫、小川隆夫（西村委員代理）、吉田亮介、杉江敏治 

世田谷区：区長、副区長（都市整備政策部担任副区長）、世田谷総合支所長、生

活文化部長、経済産業部長、都市整備政策部長 以上１５名 

議  題 １ 開会 ２ 区長挨拶 ３ 出席者紹介・挨拶 

４ 議事 

（１）委員長、副委員長の選出 

（２）三軒茶屋駅周辺まちづくりの経緯 

（３）検討委員会の運営 

（４）今後の進め方 

①三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会について 

②（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議及び区民参加について 

５ その他意見交換 ６ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

・ワークショップ① (10 月下旬参加者プレゼン大会＋意見交換 

・ワークショップ② (11 月上旬第１回ワークショップの内容の深堀 

・シンポジウム又はワークショップ③ (12 月))⇒今後検討委員会で議論 

２ 委員からの主な意見 

①三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会について 

「三軒茶屋の課題について」 

・近接住宅街とバランスのとれた商店街の活性化が難しい。交流の場として

空き家を活用するなどして、人の行き交うまちにしていきたい。 

・都市再生が喫緊の課題と認識されていないため、変化する周辺のまちに取

り残される可能性が高い。 

・まちづくりのアイデアを持つ区民や行政が繋がっていない。繋がりを持つ

ことで現状を把握することもできる。 

・駅前を中心とした公共的な空間が不足し、滞留する場所が少ない。 

②（仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議及び区民参加について 

・区民の方の、「強みを活かしたい」「改善し、プラスに変えたい」などの意

見や、まちの特徴・関わり方などをワークショップでとらえたい。 

・まちを良くするアイデアを表現できる場をまちづくり会議に設けるべきで

はないか。 

・地域にある大学の学生を活用してまちづくりの検討を進めてほしい。 

以 上 
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議事概要 

会議の名称 第２回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和元年１２月３日 １８時００分 から ２０時１０分まで 

開催場所 文化生活情報センター 生活工房（ワークショップルームＡ） 

出 席 者 

(敬称略) 

学識経験者：坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、中島智人 

地元有識者等：飯島祥夫、久慈正幸（西村委員代理）、吉田亮介、堀江鉄拡 

世田谷区：副区長（都市整備政策部担任副区長）、世田谷総合支所長、政策経営

部副参事（政策経営部長代理）、生活文化部長、経済産業部長、都市整備政策部

長 以上１５名 

議  題 １ 開会 ２ （仮称）三軒茶屋駅周辺まちづくり会議開催報告 

３ 議事 

（１）シンポジウムのプログラム案について 

（今後の進め方について） 

４ その他意見交換 ５ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

・シンポジウムのプログラム案について確認 

・（仮称）三茶のミライ（基本計画）（以下、三茶のミライのたたき台の作成 

２ 委員からの主な意見 

① シンポジウムのプログラム案について 

・まちの将来像よりもまちづくりを進めていくためのプロセスに着目したほ

うがいい。 

・小さい活動などの共感を集め、横で繋げることでまちの活性化に繋げたい。 

・住民の方々がどういった参加の余地があるのかを強調されたほうが良い。

また、実際に活動している人の価値や他地域でも参考になる普遍的な本質

の部分を話していただけることを期待している。 

・まちづくり会議の結果をどのように見せるかが重要。 

② 今後の進め方について 

・三茶のミライを時代に合わせて変えていくのは良い。 

・三茶のミライの必要な要素として役割分担は必要である。 

・三茶のミライを作るだけにはしたくない。三茶のミライを踏まえて、住民

や商店街など各主体がより詳細な計画や取組みを展開してもらいたい。 

・パイロット事業を早い段階に実施し、取組みを動かしながらどういった仕

組みにしていくか考えていく。 

・公共空間の障壁は許認可関係である。そこをサポートするだけでも色々な

取組みが生まれるのではないか。 

以 上 
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議事概要 

会議の名称 第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和２年６月２２日 １８時００分 から ２０時３０分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワン＋ビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、杉浦久子、萩野正和、中島智人(ｵﾝﾗｲﾝ)、曽田修司【地

元有識者等】飯島祥夫、久慈正幸(西村委員代理)、吉田亮介、杉江敏治【世田

谷区】副区長(都市整備政策部担当副区長)、世田谷総合支所長、政策企画課係

長(政策経営部長代理）、生活文化政策部長、経済産業部長、都市整備政策部長

(１５名) 

議  題 １ 開会 ２ 経緯報告 

３ 議事   （１）議事概要 

（２）（仮称）三茶のミライ（基本計画）について 

（３）まちづくりプラットフォームの検討について 

４ 報告・確認（１）今後のスケジュール（予定） 

（２）まちづくりのＰＲについて 

（３）次回の検討委員会検討項目の確認 

５．その他意見交換 ６．閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

・新型コロナウイルスに関する計画検討の考え方（未来像に大きな変更無し） 

・９つの未来像の表現の修正 

・未来像実現に向けた取り組み検討作業方法の確認 

・自立的なまちづくり推進体制の構築に向けた事例調査の実施方針の確認 

２ 委員からの主な意見 

① （仮称）三茶のミライ（基本計画）について 

・未来像は全く変わらないと断定するものではないが、三軒茶屋の新たな可

能性については、基本計画 1 章を補強する形で反映したい。 

・基本方針は時代に応じて変えていくものとしている。今後、取組みが見え

てきた段階で、コロナによる社会変化も含有する表現にできると良い。 

・交通機能強化の姿勢をもっと表に出してもよいのではないか。 

・劇場含む文化施設はコロナの影響によるダメージが大きい業界であり、公

立文化施設の既存の運用意識を変えていかなければいけない。 

・三軒茶屋は「下町」というよりも、界隈文化のニュアンスが近い。 

・オンラインで表現を享受できる時代に、作り手が三茶に集まっていると、

三茶の多様性に繋がり、面白いのではないだろうか。 

・基本方針の９つの方策に対応した未来像を表現した方が良いのでは。まち

づくり会議の意見を入れようとするあまり、表現がぼやけていると感じた。 

・未来像実現への取り組みを整理する際に、実施主体を民間に移すなど、事

業の実施に合わせて組織を充実させていく視点があると良い。 

② まちづくりプラットフォームの検討について 

・事例調査において、既存のものを利活用するまちづくりの視点も必要では

ないか。 

・商店街や町の美観が保たれる機能についても注目して調査してほしい。 

・体制がなくても面白い組織はある。裏側の仕組みは良い情報となるのでは。 

・目的ごとに事例を集めたり、事例から目的をみる視点もあると良い。 

以上 
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議事概要 

会議の名称 第４回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和２年１２月２４日 ９時１５分 から １１時００分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワンビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、寺内義典、杉浦久子、中島智人【地元有識者等】飯

島祥夫、久慈正幸、吉田亮介、杉江敏治【世田谷区】世田谷総合支所長、経

済産業部長、都市整備政策部長（１１名） 

議  題 １ 開 会 

２ 議 事 （１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台 

（２）第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議開催 

３ 報告・確認 （１）今後のスケジュール 

（２）次回の検討委員会検討項目の確認 

４ 閉 会 

議事概要 １ 議事結果【検討委員会案】 

（１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台について 

・第 1 章、第 2 章の方向性は概ね修正なし。 

・第 3 章は未来像の表現、イラストの描き方等修正し、取組みについては

次回委員会でも議論する。 

・第 4 章の方向性についての修正は概ねなく、具体な内容については次回

委員会でも引き続き議論する。 

（２）第 3 回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議の開催について 

・まちづくり会議について、事務局の提案の通り開催する。 

２ 委員からの主な意見 

（１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台について 

・9 つの未来像全体の絵を描くより、未来像ごとに描き、未来像ごとのシー

ンが浮かびやすいような絵の方がよいかもしれない。 

・未来像 2 の取組みについて、拾い切れていない既存の区の活動等がある

感じがする。 

・勇気をもって思い切った未来像を出してもよいのではないか。 

・未来像 9 は新型コロナウイルス感染症のことも踏まえ、防疫などに対す

る考え方が盛り込まれた方がよい。 

・この計画では近い未来のことに視点を置き、記載した方がよい。 

・絵をどうするかよりも、キャッチコピーが大事ではないか。 

・まちづくりをしていく場が重要であり、その場を工夫し、確立させれば

まちづくりの方向性や色が見えてくる。 

３ 第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議開催について 

・会議の成果としてアンケートが重要となってくる。 

以上 
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議事概要 

会議の名称 第５回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和３年３月２５日 １８時００分 から ２０時００分まで 

開催場所 生活工房 ワークショップルーム B 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、杉浦久子、寺内義典、萩野正和、中島智人、曽田修

司(オンライン)【地元有識者等】飯島祥夫、中村氏(久慈委員代理)、吉田亮

介【世田谷区】副区長(都市整備政策部担当副区長)、世田谷総合支所長、経

済産業部長、文化・芸術振興課長（生活文化政策部長代理）、都市整備政策部

長  (１４名) 

議  題 １ 開会 

２ 議事    （１）（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台 

３ 報告・確認 （１）第３回三軒茶屋駅周辺まちづくり会議 

（２）今後のスケジュール 

４ 閉会 

議事概要 

 

１ 議事結果【検討委員会案】 

（仮称）三茶のミライ（基本計画）素案たたき台について 

・第 1 章、第 2 章は検討委員の意見等を踏まえ文言等を修正する。 

・第 3 章の未来像と取組みのイラストについては完成次第お示しする。 

・第 4 章の構成について、読み手がまちづくりに参加したくなるよう修正す

る。 

２ 委員からの主な意見 

①第１章、第２章について 

・「みなさん」ではなく「みんな」とした理由が記載できるとよい。 

・P6図表1.3.1において、対象をぼやかせてはいるが、他の図表がはっきり

しているため、ここだけ薄いことが目立つ。もう少し色を濃くするのはどう

か。 

・P7 図表 1.4.1 について、世田谷区の範囲を上半分だけ囲った場合、「三茶

のミライ」が枠外となり世田谷区とは別に見える。 

・P10～P11 図表 2.2.1 において、主な意見が追加されているが、P12 図表

2.2.2 の記載内容と重複する言葉が多いので、集約するなど考えてほしい。 

・P13 図表 2.2.3 において、防犯パトロールは町会が行っており「防災」よ

りも「暮らし」の方が近いのではないか。また、全体的に右側にワードが集

中しているため、バランスをとるのはどうか。 

・P14 図表 2.3.1 において、まちづくりのテーマが書かれているが、６番目

の「暮らし」は概念が広いのではないか。未来像が実現した際のまちのイメ

ージを見ると、「尊重」や「助け合い」の方がよいのではないか。 

②第３章について 

・P16 図表 3.1.1 において、未来像５の区民・事業者・行政の主な取組みに

NPO が出てくるが、町会が出てこない。地域参画において町会は重要である

ので追記してはどうか。 

・P19 図表 3.3.1 の実施主体「働く人」を「働きに来る人」、「事業をしてい

る人」に分け、「資産を持つ人」を「事業をしている人」としてもよいので

はないか。 

・P19 図表 3.3.1 について、「資産を持つ人」はハレーションが起きるので
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はないか。 

・P35 の内容は、タイトルと異なり、どちらかというと商業に近いことが記

載してある。もう少し空間デザインに触れてもいいのではないか。 

・P35 図表 3.3.2 のタイトルにある「構成要素」は概念が大きすぎるため、

表現を見直せるとよい。 

・P35 のタイトルは「空間デザインを進めるうえで重要視したいポイント」

や、「大切にしたい空間デザインのポイント」などの方がよい。また、「未

来像」という言葉について「9 つの未来像」と「一般論としての未来像」どち

らを意味するものか、明確に分かるように表現した方がよい。 

・P36 図表 3.3.3 の対象区域がはっきりしすぎている。世田谷公園も入れた

いということであれば路線を明確にはせず、対象区域図で世田谷公園と繋げ

たいということが分かればよいのではないか。 

・昭和女子大の資産活用について P36 図表 3.3.3 の地図に落としてはどう

か。 

・P36図表3.3.3での地図範囲が広すぎるためか、空間デザインにおいてP35

図表 3.3.2 が大事であるであるということが伝わりにくい。例えば、範囲を

半径 300～500m 程度に絞り、人・モノ・交通の流れや地下空間を考え、有機

的に連携するよう考えていかなければならない。 

・P36図表 3.3.3の地図の範囲が広域すぎる。概ね半径 300mの範囲で流れや

滞留がどうなるのか、もう少し丁寧に書いた方がよい。断面図は具体的だ

が、地図上は雑駁に見える。 

・P36 図表 3.3.3 の矢印などの意味合いや回遊の必要性等が分かりにくいた

め、図に文言での補足を加えるとよい。 

・P36 図表 3.3.3 の断面図での地下空間の表現は、複数ある方法のうちの１

つだということが伝えられるものになるとよい。 

③第４章について 

・P42 図表 4.2.2 のまちづくりの担い手にある「グループ」が分かりにくい。

クラブやサークルに直すのはどうか。 

・P43 図表 4.3.1「まちづくり推進体制の構築」が創設期の最後にあるが、こ

のタイミングにできる認識だとすると、体制構築後があることを踏まえて

「体制構築による推進プロセス」などタイトルを直してもよいのではない

か。 

・P43 図表 4.3.1 において「まちづくり会議」が第 3 回までしか記載されて

いない。今後も続くと思うので、続くことが伝わるような表現に直すのはど

うか。まちづくり会議から推進体制の構築までの過程が一番重要である。 

・第 4 章の構成について、初めに P45 の内容である「まちづくりを推進する

ために大事にしていくこと」を説明し、「それを支えていくためには仕組み

や推進体制の構築が必要だ」と説明するのはどうか。 
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議事概要 

会議の名称 第６回三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員会 

開催日時 令和３年６月２９日 １８時３０分 から ２０時００分まで 

開催場所 世田谷区民会館別館 三茶しゃれなあどホール 集会室(スワン＋ビーナス) 

出 席 者 

(敬称略) 

【学識経験者】坂井文、寺内義典、杉浦久子、萩野正和、中島智人、曽田修司【地

元有識者等】久慈正幸、吉田亮介、堀江鉄拡 

【世田谷区】副区長(都市整備政策部担任副区長)、技監、世田谷総合支所街づく

り課長（世田谷総合支所長代理）、政策経営部長（オンライン）、生活文化政策部

文化・芸術振興課長（生活文化政策部長代理）（オンライン）、経済産業部長、都

市整備政策部長                （１６名） 

議  題 １ 開会  

２ 議事   （１）（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計

画）素案について 

３ 報告・確認（１）今後のスケジュールについて 

４ その他 

５ 閉会 

議事内容 １ 議事結果 

①（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）素案について 

・本委員会での意見、指摘を事務局で整理する。整理後は委員長に確認いただ

き、素案として取りまとめる。 

②計画策定について 

・地域の方がまちづくりに参加できる機会や取組みを検討していく。 

 

２ 委員からの主な意見 

①（仮称）三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり基本計画）素案について 

■第１章 

・p5 の「三茶のミライ」の位置付けの中で「９つの未来像実現に結び付くまち

の空間デザイン」の位置づけを示すことも考えられる。 

■第２章 

・未来像１に関する記載の中で、「ハードとソフトの一体化」という考え方から、

ハードを強調した表現を変更してはどうか。 

■第３章 

・第２章同様、未来像１に関する記載の中で、「ハードとソフトの一体化」とい

う考え方から、ハードを強調した表現を変更してはどうか。 

・p24「新しい取組みとなる可能性のあるアイデア」がまちづくり会議での意見

から整理したものであるということをもう少し強調してはどうか。 

・p25 の「まちの空間デザインの考え方と整理方法」は文章で理解できるが、

図表では内容が伝わりにくいのではないか。 
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・p26 の「９つの未来像におけるまちの空間デザインに関する取組み表」につ

いて、未来像９についても他の未来像と同様の形式とし、注記の内容を記載

してはどうか。 

・「９つの未来像実現に結び付くまちの空間デザイン」の内容を第４章の「ソフ

トとハードが一体となったまちづくり推進プロセス」に移動したら文章の流

れとしてよくなるのではないか。 

■第３章（代案） 

・４（１）について、「まちの空間デザイン」の定義を結論と合わせて図示して

しまっているため分かりにくいのではないか。 

■第４章 

・p29「参加と協働による持続可能なまちづくり」において、まちづくりに参加

しようとした際、どのような感じで参加できるのかイメージできるような表

現が最初にあるとよいのではないか。 

 

②計画策定について 

・この計画について、策定から５年先を見据えているのであれば、地域に住ん

でいる方の意見や希望を聞くとともに、まちづくりに参加できる機会や取組

みを検討していく必要があるのではないか。 

・まちを活性化していくならば、商店街のこともより考えていく必要があると

考える。 
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3 庁内検討体制 

●戦略会議 

＜役割＞「三茶のミライ」について調査及び検討を行う 

＜構成＞以下の通り 

会長 副区長 

会員 

技監 

世田谷総合支所 

世田谷総合支所長 

地域振興課長 

街づくり課長 

政策経営部 

政策経営部長 

政策企画課長 

経営改革・官民連携担当課長 

生活文化政策部 
生活文化政策部長 

文化・芸術振興課長 

経済産業部 

経済産業部長 

商業課長 

産業連携交流推進課長 

都市整備政策部 

都市整備政策部長 

都市計画課長 

市街地整備課長 

 

●作業部会 

＜役割＞「三茶のミライ」調査及び検討のために必要となる資料を作成する 

＜構成＞以下の通り 

会長 都市整備政策部 市街地整備課 

会員 

世田谷総合支所 
地域振興課 

地域振興・防災担当係長 

太子堂まちづくりセンター所長 

若林まちづくりセンター所長 

街づくり課 街づくり担当係長 

政策経営部 

政策企画課 政策企画担当係長 

経営改革・ 

官民連携担当課 
経営改革・官民連携担当係長 

生活文化政策部 文化・芸術振興課 文化行政担当係長 

経済産業部 

商業課 商業係長 

産業連携交流推進課 産業連携交流推進担当係長 

工業・ものづくり・ 

雇用促進課 

工業・ものづくり・建設・ 

雇用促進担当係長 

都市整備政策部 
都市計画課 都市計画係長 

市街地整備課 再開発担当係長 
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4 まちづくり会議、まちづくりシンポジウム 

（1） 参加者 

まちづくり会議とまちづくりシンポジウムには、以下の方々が参加しました。 

会議名称 参加者 

第１回まちづくり会議 

（ワークショップ） 
公募による参加者 76 名 

第２回まちづくり会議 

（ワークショップ） 
公募による参加者 59 名 

まちづくりシンポジウム 

公募による参加者 98 名 

基調講演 

・株式会社マガジンハウス コロカル編集長 及川卓也 

トークセッション登壇者 

・東京都市大学 都市生活学部 教授 坂井文 

・世田谷区長 保坂展人 

・三軒茶屋銀座商店街 理事長 飯島祥夫 

・国士舘大学 理工学部 教授 寺内義典 

・株式会社アンディート 代表取締役 安藤勝信 

・株式会社 connel 代表取締役 萩野正和 

・株式会社マガジンハウス コロカル編集長 及川卓也 

第３回まちづくり会議 
公募による参加者 128 名（関係者含む）、まちづくり活

動者 21 団体 

第４回まちづくり会議 

公募による参加者 113 名 

検討委員会委員長メッセージ 

・東京都市大学 都市生活学部 教授 坂井文 

トークセッション登壇者 

・公益財団法人せたがや文化財団 世田谷文化生活情

報センター 副館長 松下洋章 

・三軒茶屋銀座商店街振興組合 理事長 飯島祥夫 

・昭和女子大学 環境デザイン学科 教授 杉浦久子 

・株式会社 connel 代表取締役 萩野正和 

トークセッション進行役 

・三茶ワークカンパニー株式会社 共同代表 吉田亮介 

各回の成果については次節に整理しています。詳細は、区ホームページ「「三軒茶

屋駅周辺まちづくり会議」について（※２）」及び「三軒茶屋駅周辺まちづくりシンポ

ジウムを開催しました（※３）」に掲載しています。 

(※２)https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/001/d00182259.html 

(※３)https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/001/d00183124.html 

https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/001/d00182259.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/sumai/003/001/d00183124.html
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（2） まちづくり会議 

① 第１回まちづくり会議（ワークショップ）成果 

ワーク「三茶の魅力マップを作ろう」 

A 班 ワーク結果 
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B 班 ワーク結果 
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C 班 ワーク結果 

 



 

24 
 

D 班 ワーク結果 
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E 班 ワーク結果 
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F 班 ワーク結果 
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G 班 ワーク結果 
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H 班 ワーク結果 
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I 班 ワーク結果 
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② 第２回まちづくり会議（ワークショップ）成果 

ワーク「「ミライ」へ向けたアクションを考えよう」 

A 班 ワーク結果 
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B 班 ワーク結果 
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C 班 ワーク結果 
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D 班 ワーク結果 
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E 班 ワーク結果 
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F 班 ワーク結果 
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G 班 ワーク結果 
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H 班 ワーク結果 
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I 班 ワーク結果 
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J 班 ワーク結果 
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K 班 ワーク結果 
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③ 第３回まちづくり会議成果 

 

 

まちづくり会議の概要 
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まちづくり会議で使用した WEB 会議ツール 
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まちづくり会議の当日の様子 
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まちづくり会議の成果 
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④ 第４回まちづくり会議成果 

 

まちづくり会議概要 
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まちづくり会議プログラムについて 

 

 

 

開催報告 
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参加者の意見・アイデア 
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（3） まちづくりシンポジウム 

① まちづくりシンポジウム結果概要 

三軒茶屋駅周辺まちづくりシンポジウム記録 
 

■時間 2019 年 12 月 22 日（日）13:00-16:00 

■場所 昭和女子大学 学園本部館 3 階 大会議室 

 

 

 区長挨拶 

 世田谷区は異なる私鉄沿線に複数の拠点があるのが特徴。その中でも三軒

茶屋はどこへ行くにも交通の要衝であり、人が多く集まる場所である。区

では、三軒茶屋を下北沢、二子玉川とともに広域生活・文化拠点と位置付

けている。 

 

 二子玉川は開発が完了し、エリアマネジメント活動が本格的に始まろうと

している。下北沢はこの8年で約100回のシンポジウム、まちづくり会議、

部会等が開催され、これからエリアマネジメントを始めようとしている。 

 

 三軒茶屋は、昨年度、三軒茶屋にかかわる様々な方々の意見を伺い、有識

者の協力のもとまちづくりの基本方針を策定した。基本方針では、これま

での良さと新しい魅力を掛け合わせていく等の意味を込めて、「進化し続け

る交流のまち三茶 Crossing」をビジョンとして掲げた。さらにこの将来像の

実現のため「つたえる」「つなげる」「はぐくむ」という三つの方針を定めた。 

 

 今年度はそのまちづくりを進めるため、計 2 回のワークショップを開催し

た。普段着のまち、親しみやすさ、おいしいもの、新しいものと古いもの

の混在、道路・歩道が狭い等の意見が挙がっている。特に赤ちゃん、ベビ

ーカー連れでも歩きやすいといったユニバーサルなまちづくりを進めてい

きたいが、ハード面の制約があり、なかなか難しいのが現状である。 

 

 及川氏基調講演「メディアの視点から見た“三茶”のまちの魅力と課題」 

 東京について 

 東京は大企業の集積、高度技能の分業、選択肢が多いという側面がある。

一つの都市というよりも、もはや一つの経済システムとも呼べる。 

 一方で、これからは居場所としての、住む人間にとっての東京を考える

時代に来ている。「東京ステイ」というプロジェクトでは、これまでと

違ったアプローチで東京を考え、自分の感覚を呼び覚まそうという活動

が行われている。居場所としての東京を捉え直すことは、まちづくりの

一つの出発点といえる。 

 経済的な合理性とは違う、人と人との触れ合い、楽しさなどが求められ

てきているのではないかという実感がある。このような「東京ローカル」

という感性をどうつくれるかを考えている。 
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 colocal という雑誌で関与しているプロジェクトに「江古田キャンバス

プロジェクト」がある。学生が、大学に行くという目的とは違うまちの

歩き方を探し、発信しようというものである。きっかけは、「大学生は

従来よりもまちに入り込んでいない」「卒業とともにまちとのかかわりが

失われてしまう」という課題感であった。このようなプロジェクトは、

東京ローカルの課題の解決手法として色々なところで始まっている。 

 

 三軒茶屋について 

 マガジンハウスが三軒茶屋について取り上げた雑誌のタイトルを振り返

ってみると、80～90 年代は「一人暮らししやすい」「お金がなくても暮

らせる」「リーズナブル」「程よい賑わい」といったタイトルが並んでい

た。00～10 年代は「こじんまり系」「下町っぽさとおしゃれさ」「飲み屋

の魅力」「路地のまち」「ずっとここにいたい」といったタイトルが並ん

でいる。こうした面が三軒茶屋の個性、競合優位性と言えるのではない

か。 

 その中でも「路地のまち」がキーワードになると考える。ビル、建物が

建設され、新しく作られるまちでは、利便性はあるが、どこかよそよそ

しかったり、距離感を感じる。その中で「路地のまち」の近しさ、多様

性、混在感は、三軒茶屋にとってキーワードになるのではないか。 

 古くなった部分を取り壊して新しいものにしていけば良いという発想で

はなく、良さを大事にしながら新しいデザインをしていく視点がこれか

らは必要になるのではないか。たとえば台湾・台南は、従来の屋台や路

地の雑然とした感じなど、今ある雰囲気を大事にしながらリノベーショ

ンしている。新旧が共存していくようなまちのデザイン、発想も良いと

感じる。 

 

 まとめ 

 まちと人の関係性は時代により変わるが、現代はまちとの交感・交換

（シェア）が求められる時代になってきているのではないか。 

 まちや地域は、限られたキャパシティの中で持続可能性をいかに確保し

ていくかが重要であり、参入障壁の低さによるスタートアップのチャン

スが多いといった特徴がある。そういった意味では、まちや地域にこそ

可能性があり、新しい選択肢が生まれてきている。 

 国内外の事例をみると、新しい価値、新しいことが起こっている場所に

関心を示す人は多い。その中で、ホストとお客さん、与える人と与えら

れる人という関係性を超え、みんなでつくっていこうという意識が強く

なってきている。これからのまち、特に三軒茶屋でこうした動きが起き、

あるものを生かしながら多様な人が参加するデザインができると、非常

に面白いまちになるのではないか。 

 

 三軒茶屋のまちづくりについて 

（区から基本方針、まちづくり会議、今後のまちづくり等について説明） 

 三軒茶屋がというまちについて 

 三軒茶屋は、下北沢、二子玉川とともに、世田谷区の核で、広域生活・

文化拠点に三軒茶屋を位置付けている。三軒茶屋という名称の由来は、
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江戸時代の三軒のお茶屋さんにあり、古くから広域から人を集める拠点

であった。 

 現在も商店街を中心としたにぎわいがあり、三茶大道芸などでも多くの

人を集め、人口も増加している。その一方で、都市基盤は前回の東京オ

リンピック前後につくられたものが多く、現在の基準に表すと歩道が狭

かったり、滞留空間を整備されていないなどの課題があると考えている。 

 

 三軒茶屋駅周辺まちづくり基本方針(平成３１年３月策定)について 

 様々な方と一緒に連携をしてまちづくりを進めていくために策定した方

針である。将来のまちのビジョンである「進化し続ける交流のまち三茶

Crossing」には、様々な人が「交流」し続けている、様々な交通の「結

節点」となっている、にぎわいの商業・落ち着いた住宅が「組み合わさ

っている」など、様々な意味が込められている。 

 そのビジョンを実現する上で「つたえる」「つなげる」「はぐくむ」とい

う３つのまちづくりの方針、それに基づく９つの方策を掲げている。具

体的な取り組みについては、三軒茶屋駅を中心に４つのゾーンに分け、

機能イメージとしてまちづくりの方向性を大まかに示した。また都市基

盤イメージでは、南北移動円滑化や回遊性の向上、地下鉄駅を中心とし

たシームレスな地下空間のイメージを作成した。 

 

 今年度の取り組み 

 基本方針を踏まえ、具体的なまちづくりの進め方を区で考えるにあたっ

て、有識者、区民の方で構成する「三軒茶屋駅周辺まちづくり検討委員

会」を立ち上げた。 

 さらに多くの方にまちづくりを考えてもらうため、「三軒茶屋駅周辺ま

ちづくり会議」を２回開催した。延べ 130 名を超える参加で、三軒茶屋

の魅力の共有や未来の姿、未来のためのアクションについて議論した。

魅力、課題ともに基本方針や区の考えと一致したものも多く挙げられて

いた。 

 

 今後のまちづくりの進め方 

 ２回のまちづくり会議、今日のシンポジウムを踏まえて、皆さんと一緒

にまちづくりを進めていくための計画「(仮称)三茶のミライ」の策定を

目標に、今年度は、計画策定のための素材を取りまとめたい。 

 来年度以降もまちづくり会議を継続し、多くの方と一緒にまちづくり考

え、進めていく場である「プラットフォーム」を構築していきたい。具

体的なものは、改めて案内したい。  

 

 トークセッション 

 自己紹介 

 東京都市大教授。都市計画が専門。三茶は渋谷駅から 3km 圏であるが、

新宿駅から同じく 3km 圏にある中野で生まれ育つ。昨年から基本方針、

基本計画の検討委員として三茶に携わっている。（坂井氏） 

 昔はフリーライターとして活動していた。三茶は世田谷の玄関と呼ばれ

ている。エントランスにふさわしいまちの佇まい、古いものを生かしな
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がらも新しい要素を加え、障害になっている要素を取り除いていく上で

は、区全体のことも考えていきたいと考えている。（保坂氏） 

 茶沢通りに面する商店街の理事長を務めている。三軒茶屋には約 800 の

商店が散らばっている。インターネットとリアルの両面からお話をして

いきたい。（飯島氏） 

 本日では最も外部の人間。外部的な視点で本日は参加したい。（及川氏） 

 祖師ヶ谷大蔵の「大蔵」から来ました。大蔵は便利な商業施設こそない

まちだが、緩やかなまちと人の暮らしづくりに取り組んでいる。本日は

区内のほかのまちの人間という視点で参加したい。（安藤氏） 

 国士舘大学教授。太子堂の交通安全と防災を一緒に考える取り組みや、

三軒茶屋のバリアフリー構想の策定にかかわった経験がある。専門家と

して、言うべきことは言うスタンスで本日は臨みたい。（寺内氏） 

 公共空間・空地の活用などに取り組んでいる。二子玉川の駅前再開発に

携わった。三軒茶屋については、昨年度から基本方針、基本計画の検討

委員として関与している。（萩野氏） 

 

 三茶のイメージ 

 中野などと同じく主要駅から近く便利ということに加えて、住みやすい

環境があるのが特徴だと感じている。（坂井氏） 

 三茶で区の会議や知人との面会をすることが多いが、路地で新しい店を

発見する楽しさがある。国号 246 号線で南北が分断されている欠点があ

るが、それをつなぐ商店街や個店が魅力である。世田谷区の玄関口とし

て考えた際に、ベビーカーや車いすでも歩きやすいような、ヒューマン

スケールのまちにしていきたいが、歩道が狭いなどのハード面での制約、

課題がある。先進的な事例では高速道路の廃止等の取り組みもあるが、

現実的には難しい。そこまでいかなくとも、車線を削るなど思い切った

ことを考えることも必要だろう。再開発という手法とこれまで話してき

た三軒茶屋らしさ、安全、人間らしさの両立をどうすべきかと考えてい

る。（保坂氏） 

 小さくてもきらりと輝く個人店の存在が三茶の魅力。不思議な人も多い

が、話してみると深く暖かくて、人間性を好きになる。そこから三軒茶

屋にはまっていく人が多い。この小さな集合体が三軒茶屋で、それをい

かに結び付けていくかが商店街、あるいは世田谷区の役割ではないか。

渋谷をメロンとするなら、三軒茶屋はブドウではないか。再開発はどう

してもメロン型になりがちだが、ブドウは一つ二つ取ってもブドウであ

り続ける。フレキシブルに変わっていけるのが三軒茶屋の魅力ではない

だろうか。（飯島氏） 

 まちには外部視点と内部視点がある。内部の人はまちの魅力を当たり前

のことだと思っていて、外部の人が魅力を発見するということがあるが、

三軒茶屋の場合は内部でそれができてしまうのではないか。内部にも

色々な方がいて、それを結びつけることによりもっと大きなポテンシャ

ルが発揮される予感がしている。東京は同じ属性の人同士が集まるまち

が多いが、多様な方々が一堂に会して価値観をぶつけあうような機会が

重要で、それができる交通の利便性やまちの雰囲気などが三軒茶屋には

あるのではないか。（及川氏） 
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 第 1 回まちづくり会議に参加した。こういう会は「整理整頓」や「便利」

等の話題になりがちだが、「雑」というキーワードで盛り上がったこと

が印象に残っている。遠くの人を集めることも重要だが、まずは内部の

人から始めていくというのが重要ではないかと感じている。（安藤氏） 

 昔から住んでいる方も多いが、新しく移り住む若い人も多いイメージ。

「まちづくり」という言葉が広まったのは太子堂のまちづくりがきっか

けであり、これからもますます面白くなっていく期待があるが、ハード

はなかなか動かないという印象がある。三宿・池尻に住んでいたが、10

年ほど前に引っ越した。10 年前は世田谷の待機児童が非常に多く、世

田谷を離れざるを得なかった。そうした基盤をしっかり整備していくと

いう点は課題と認識している。（寺内氏） 

 三軒茶屋には 15 年ほど前に初めて来た。色々なものが混ざっていて、

どこまでが三茶か、三茶のカラーは何色かといったイメージが湧かなか

ったが、今ではその混在した状態が三軒茶屋であると思っている。課題

は、無料で居られる場所がないこと。駅を降りてぼーっとして居られる

場所が、世田谷公園の方まで行かないとない。（萩野氏） 

 

 暮らし・環境について 

 人口が減ってきた現代に、これまでの集合住宅のあり方でよいのかとい

う課題を持っている。パンに例えるなら、工場でつくる大量生産のパン

だけではなく、天然酵母のパン屋さんが日常にあってもよいのではない

か。私の運営する物件には人と人の信頼関係があるので、クレーム産業

といわれがちな不動産業界において、なにかトラブルがあっても、クレ

ームにはならず、そこにコストを割かなくてもよい。（安藤氏） 

 世田谷にはそういうことを求めている人も多い印象である。一方、

三茶の難しいところは、渋谷に近いので勝手に不動産価格が上がっ

ていってしまうところ。そういう中でも豊かな生活を送るためにな

にかアイデアはないか。（坂井氏） 

 ニューヨークの 1 階に花屋が多いのは、周辺のビルオーナーがまち

の 1 階に花屋があることの重要性を理解しているから、と聞いたこ

とがある。経済合理性だけでないまちのあり方を三茶でも実現でき

る余地はあるのではないか。（安藤氏） 

 「豊かさ」という言葉を、みんながまちを考えるプロセスの中でど

れだけ大事にできるかが重要。神奈川県の葉山町に住んでいるが、

葉山町は町内に鉄道を入れないと住民が決めている地域である。ま

た、オープンハウスという、イベント時に自分の家を美術館として

開放し、来訪者を受け入れる取組みもあり、経済性だけでない葉山

の豊かさはこうした交流の面に表れていると感じている。それは三

茶にもある気がして、これからも大事にしていった方が良いと考え

る。（及川氏） 

 

 商い・ビジネスについて 

 商店街はすごく変化してきている。物販店からサービス、飲食、医療と

いった店舗に変わってきている。物販店はインターネットに押されてき

ているが、三茶にはまだまだ魅力的な物販店が残っている。三茶では横
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道が大事だと考える。街灯の整備等で横道をつなげ、路地を巡る中での

様々な発見ができるようなまちになれば、三茶はもっと豊かで面白いま

ちになる。それをするためには、今ある三茶の面白いもの、魅力的なも

のをきちんと把握して、つないでいくことが必要である。再開発も大事

かもしれないが、その前に今ある日常を起点に取組みを始めることが重

要ではないか。（飯島氏） 

 三茶は縦ではなく横の人の動きが多い。地理的に高いところ、低いとこ

ろの人たちの交流をもっと活発にしていく必要がある。世田谷区では商

店街に入りなさいという条例があるが、罰則はないので商店街に入らな

い個店もある。今後はブドウの茎の部分をしっかりさせていくため、商

店街や区がもっと頑張っていく必要がある。（飯島氏） 

 もっとフリーランスの人たちが三茶に集まり、コワーキングスペースや

カフェなどを利用して、どんどん起業などしていってもらいたい。（飯

島氏） 

 三茶は地方から来て住む人が多いというイメージを持っていた。ただ、

近年は変わってきたと感じており、三宿も含め、とんがった人たちが集

っているイメージがある一方、パン屋さんが人気だったりと、様々なも

のがフラットに混ざりあっている印象がある。時代の流れも、王道なま

ちのカラーがなくなってきて、どの色も良いとする流れになってきてい

る。色々なものが混在した三茶はまさに、これからの時代にあったまち

と感じている。（萩野氏） 

 計画と一人一人の心の動き、この両方があらわになったときの感覚を大

事にしたい。私がかかわっている大蔵ではそれを大事にしたいと思って

いるが、三茶でどうするかというのはこの街の皆さんが決めることだと

おもう。（安藤氏） 

 

 基盤・交通・インフラについて 

 茶沢通りは幹線道路の位置付けであり、それを歩行者天国にするという

のは、普通は中々できないこと。それをできるのが三軒茶屋の特徴、素

晴らしさであるが、その一方、ほかにそういったことをできる場所がな

いというのが三茶の弱みでもある。基本方針の中でも「回遊性」という

言葉が何度も出てくるが、回遊性というのは思った場所に移動できると

いうこと。移動は、移動自体が目的にはならず、ほかにある目的のため

に移動が発生する。限られた時間の中であれもこれもしなければならな

いというのが日常生活であり、それを支えるインフラ・基盤が 246 とい

う大きな道路で分断されてしまっている。バスを利用するにも、往路は

行きやすいが、復路は 246 の反対側なので移動が困難というようなこと

も発生する。あらゆる人の暮らしを支えるうえで回遊性は非常に重要で

あるということを、三軒茶屋にかかわるようになって改めて感じている。

（寺内氏） 

 

 会場からのトークテーマ 

 子育てについては、ハード面で「授乳室がない」「おむつ替えスペースが

ない」といった意見がある。（坂井氏） 
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 三茶でそのようなスペースはキャロットタワーくらいしかなく、いつも

待ちが発生しており、その間に子供が泣いてしまう。北沢タウンホール

ではおむつ替えスペースを開放していたりもするが、三軒茶屋周辺はま

だまだ足りないという印象である。（参加者） 

 自由が丘でも子連れの方に優しいまちを目指し、授乳室をどこにつ

くったら良いかという研究を行うなど、子育て世代が過ごしやすい

まちをつくる取組が進められている。（坂井氏） 

 計画する側と個人の気持ち・感情をどう捉えていくかが、今後まちをつ

くっていくうえで非常に重要と感じた。三茶の人たちとコワーキングス

ペースをつくっているが、こうしたいという思いと、ビジネス上の視点

の両立が難しいと感じている。その点について、登壇者の皆様にお考え

をお伺いしたい。（参加者） 

 どのまちでも通らなければいけない論点である。個者が自分の事業

をどうしていくかという論点と、行政がまちをどうつくっていくか

は、基本的には別次元の問題である。その両者が交わり合うところ

で連携を進めることが重要であり、すべて個者でも、すべて行政で

もダメ。連携をどう整理・デザインしていくかという点が重要であ

る。（及川氏） 

 どこまで「弱い個の集団」でいられるかを大切にしている。三角形の

「伝達系」の組織ではなく、ゆるやかな「生態系」の集まりでいた

い。現代では LINE 等のツールがあるので、例えばどこでお昼ご飯を

食べるかについても、上位から下位に伝達をするのではなく、直前

までみんなで話し合って決める社会に変化しつつある。従来の価値

観で見れば脆弱な組織となるが、私は脆弱さが大切であると思って

いる。（安藤氏） 

 それがまさに「プラットフォーム」かもしれない。（坂井氏） 

 「公共・基盤・インフラ」はハードなもののみと捉えがちだが、今

日のような場であったり、まちづくり会議といったプラットフォー

ムも「インフラ」である。（寺内氏） 

 何か三茶でビジネスを始めようと思った魅力や、始める上での課題はあ

るか。（坂井氏） 

 従来は海外志向だったが、数年前から世田谷をもっと知りたいと思

うようになり、意識的に知り合いを増やしている。その中で、意外

と同じようなことを考えていたり、面白い人がいたりするんだなと

いう発見があった。コワーキングスペースもそういった出会いの場

の一つであり、そういった人の出会い、つながりが生まれる場がも

っと増えていくと、新しいビジネスにもつながるのではないか。

（参加者） 

 三茶は人の出会いが生まれやすいまちということか。（坂井氏） 

 出会いが生まれやすいかどうかは分からない。それを増やして

いきたいという思いがある。（参加者） 

 会場からのトークテーマをもっと多く紹介して欲しかった。先程お話が

あった茶沢通りの歩行者天国は日曜日しか行われない。普段は狭い歩道

を自転車が行き交っている。淡島通りでは自転車通行帯があるにもかか

わらず自転車が歩道を走り、ルールが守られていない。（参加者） 
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 本日いただいた意見は時間の都合上、この場ですべてを紹介するこ

とは難しい。後日区のホームページ等で紹介させていただく。（区） 

 最後に 

 三軒茶屋が世田谷区の交通の要衝ということは、そこで行政手続きを行

う人も多いということ。太子堂の区の出張所は区内で最も混雑する。そ

ういったキャパシティをどう広げていくかという課題がある。世田谷区

は 5 つの総合支所があるが、世田谷総合支所を三軒茶屋に持って来るプ

ランや、三軒茶屋駅周辺に点在する区民の生活を支える公共機能を玉電

の出口近くに集約できないかという案があった。賃料が高い等の理由で

進んではいないのが現状であるが、三軒茶屋を世田谷区の要所として捉

え、区として今後色々な取組みを進めていきたいと考えている。（保坂

氏） 

 人と人との交流が生まれるような、横と横とのつながりが生まれるよう

なまちにしていけるよう、計画策定やプラットフォームの組成を進めて

いきたいと考えている。本日はキックオフの位置付けなので、今後、本

日ご参加の皆様とも議論を交わしながらまちづくりを進めていきたい。

（坂井氏） 

 

以 上 
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② グラフィックレコーディング 
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5 三軒茶屋駅周辺まちづくりニュース 

三軒茶屋駅周辺まちづくりニュースは、まちづくり会議やまちづくりシンポジウ

ムなどのまちづくりの取組みの報告や、今後の情報など、検討状況等についてお知

らせするため、発行しています。第１号は 2020 年２月に、第２号は 2021 年２月、

第３号は 2021 年  月に発行しました。各記事の内容は、次頁以降に掲載していま

す。 
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